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l はじめに  なお、ここでA，Bは注目するDMU。のデータをも  

とに以下に示すように正規化してある。  

A＝柚＝ （4）  

β＝仙＝ （5）  

シミュレーション解法を用いて解を求める。なお、 ここで、β1，β2はゲーム関数を最大化するプレー  

結果については、文献【4］のDEA求解ソフトと比 ヤーグループ、tはゲーム関数を最小化するプレイ  

較検討した。  ヤーグループとした時の各々の混合戦略ベクトル  

と考えることができる。  

2ゲーム論的DEA  

DEAにおいて丁評価対象をDMU（DecisionMak－  
3例題1  

ingUnit）といい、n個の評価対象があるときには  以下に文献［1］の例題について、比較実験した結  
DMUブ（ブ＝1，2，…，m）と書くことにする。さらに 果を示す0  
注目するUnitのことをDMU。と書く。Xj、yjを  
DMUjの入力データ列ベクトル、出力データ列べ  表1：例題1の入出力データ  
クトル、γ、uを入力項目、出力項目について評価  

）  y≦0  

ぴ（A伽β2，t）＝≡ （3）  
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表4‥反復シミュレーション解2（計算回数10  4 例題2   

文献【3］（p．92）のDMUの数が比較的多い例題を  

解く。 表6‥例題2の入出力データ  

DMU   t   

わ＝0．9256 ま8＝0．0744   
2   f2＝1   

3   t2＝0．8633 f4＝0．0213 f8＝0．1154   
4   t4＝1   

5   f8＝1   
6   f2＝0．8301 f4＝0．1425 f8＝0．0274   
7   f4＝0．3112 f8＝0．6888   

8   f8＝1   

＊その他 f壷＝0  

表5：求解ソフト解2  
U   上teferenceSet   

入（2）＝1．0623 入（8）＝0．0797   
2  入（2）＝1   
3  入（2）＝1・1898 入（4）＝0．0302 入（8）＝0．1527   
4  入（4）＝1   
5  入（8）＝1－．5454   
6  入（2）＝2・5445 入（4）＝0・4373 入（8）＝0．0803   
7  入（4）＝0．3667 入（8）＝0．8021   
8  入（8）＝1  

表7：効率値比較  以上の結果より、ゲームシミュレーション解法に  

おけるwと求解ソフトによるDEA効率値は、ほ  

ぼ一致し、iと、ReferenceSetも和を1に正規化  

することによって一致する。   

しかしながら、可，市とⅤⅩ，UYに関しては、効  

率的であるDMUに関しては、正規化をしてもー  

致しない。これは、すでにフロンティア上にある  

DMUは最大化プレーをする必要がないためである  

と考えられ、初期値から変化することがない。よっ  

て初期値に依存する。   

また、DMUlのぴの収束の様子は図1で示す。  

計算1回あたりのぴの変化は184回目から0．00001  

以下になり、10000回以降は非常に安定することが  

分かった。   

ちなみに、DMU8つ全ての解を出すのに、計算  

回数1万回では約9秒、10万回では約1分15秒  

だった。  

5 おわりに   

入出力データ行列が確定的な確定的DEAは、従  

来の線形計画法による解法だけでなく、ゲームシ  

ミュレーションとして解く事も可能であることを  

確かめた。またその際に、効率値や参照集合は一  

致したが、効率的なDMUに対して育1，言2といっ  

た、”戦略ベクトル’’は一意に決まらなかった。今  

後は、その点に関してさらに考察していきたい。  
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囲1：DMUlのび収束過程  
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